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1運動類縁性に基づいた短縄跳び指導の一試み
Ⅰ．はじめに
短縄跳びには多様な技が存在する．金子（1958）
や太田（1979）らによって技の体系化が進めら
れ，短縄跳びは技の課題性や発展性を追求するス
ポーツとして位置付けられるようになった．
しかし，小学校体育の現場では，未だ技の体系
を生かした指導が十分に行われているとはいえな
い現状がある．例えば，前方順とび1）（両足とび，
前回しとび）の指導の後，縄の回旋が前方である
という理由で前方交差とび（交差とび）を指導す
ることはよくあり，筆頭筆者（以下，筆者）もそ
うした指導をした経験がある．また小学校では，
いわゆる「縄跳びカード」を使用した指導が行わ
れることが多い．カードには多彩な技が掲載され
ているが，技同士の関連が不明確で，系統的に指
導するには課題が見られるが，そのことがあまり
問題視されていない現状にある．
こうした背景には，小学校学習指導要領におい
て縄跳び運動が体力を高めるための手段として，
また基本的な動きや各種運動の基礎となる動きの
獲得手段として位置付けられてきた経緯がある
（藤田，2011）．2020年度から実施される小学校
新学習指導要領解説体育編の例示を見ても，「短
なわを揺らしたり，回旋したりしながら前や後ろ
の連続両足跳びをすること」（１，２年），「短な
わでの前や後ろの連続片足跳びや交差とびなどを
すること」（３，４年）と易しい技が示されてい
るものの，「短なわで跳びながら，歩いたり走っ
たりすること」（３，４年），「短なわや長なわを
用いて回旋の仕方や跳ぶリズム，人数などを変え
ていろいろな跳び方を（略－引用者）すること」
「短なわ，長なわを用いての跳躍（略－引用者）
などの全身運動を続けること」（５，６年）とさ
れ，多様な動きや持久力などの育成が期待されて
いる．
学校体育の器械運動領域では，金子（1982，
1984，1987）によって運動類縁性2）に基づいた技
の同族化が行われ，多様な技が運動構造的に類似
した「運動ファミリー」にまとめられている．例
えば跳び箱運動では，それぞれの技が共通の技術
によって「反転系ファミリー」や「回転系ファミ
リー」にまとめられた．開脚跳びとかかえ込み跳
びは，着手による左右軸回転の切り替え技術によ
り同じ「反転系ファミリー」の技として認識さ
れ，指導の効果を上げることになった．
北川ら（1991）は，器械運動と同様に短縄跳び
の技の同族化を試みている．そこでは，「前方順
とびファミリー」をはじめ10種類の「運動ファ
ミリー」が示された．それらのうち「前方順と
び」，「後方順とび（後とび，後ろ回しとび）」，
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ることが推察される．本研究では，多様な短縄跳びの技のうち，前方背面交差とびを取り上げ，
小学４年生を対象に指導を行った．「手首の外回旋」「視覚による跳躍の先取り」「グリップの振り
下ろし」の３つの共通技術，すなわち運動類縁性を基に運動ファミリーを編成して指導したとこ
ろ，25名中12名が１回以上前方背面交差とびを成功させ，そのうち６名は２～４回連続で跳ぶこ
とができた．前方背面交差とびの習得を目標とした場合，「プロペラ回し」などの基礎技能の学習
→「返しとび」「混合交差とび」の予備技の学習→目標技「背面交差とび」の学習へと段階的に指
導していくことが有効であると示唆された．
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「前方あやとび（あやとび）」の各ファミリーにつ
いては，北川らによって指導系統が明らかにされ
ている．
しかし，小学校で例示された技は前述のように
限られているため，例えば前方順とびができると
すぐに前方二回旋とび（二重跳び，前二重回し）
の習得が目指されるなど，同一のファミリー内で
運動課題が設定されがちである．前方二回旋とび
が誰もが自然にできるようになる技でない（橋爪
ら，2005）ことを考えると，１回旋跳びでもいろ
いろなファミリーの技を幅広く習得または経験す
ることがスポーツとしての短縄跳び運動の特性に
触れることになると思われる．
そこで本研究では，北川らが整理したファミ
リーのうち，指導系統が明らかにされていない前
方背面交差とび（背面交差とび）ファミリーを取
り上げ，授業実践を通じてその指導系統を明らか
にすることを目的とする．そして小学校体育の現
場においても短縄跳びがスポーツとして取り組ま
れることの可能性を追求するものである．
Ⅱ．運動類縁性に基づく短縄跳びの体系
１．技の系統と運動ファミリー
太田（1979）は，縄の回し方（順，交差，あや
などの運動基本語）と，縄の回旋方向，腕の位
置，回旋数の「運動規定詞」によって短縄跳びの
技を系統立てた．その系統は，「順とび系」「交差
とび系」「あやとび系」など８つにまとめられて
いる．
しかし同じ系統の技であっても運動課題を解決
する技術が共通しているわけではない．例えば
「交差とび系」には，前方交差とび，後方交差と
び（後ろ交差とび），前方背面交差とび，後方背
面交差とびがあるが，縄の回旋技術の点で前方交
差とびと前方背面交差とびは共通しているが，後
方のそれらとは共通していない．
そのため器械運動同様，同じ系統内で技術の共
通性，すなわち運動類縁性に基づいて技をまとめ
る「運動ファミリー」の考え方が導入され，効果
的な技の習得が目指されることになった（北川，
1991）．「運動ファミリー」は「基礎技能」→「予備
技」→「目標技」という指導系統を構成する（金
子，1982，1984，1987）．　
２．短縄跳びのファミリー
北川らによると，短縄跳びの指導に有効なファ
ミリーを編成するには，縄の回旋技術と，縄の動
きに跳躍を合わせる運動の先取り技術の２点を考
慮する必要がある．
縄の回旋技術には，縄を持つ手を甲側から手の
ひら側へ回転させる「内回旋」と，手のひら側か
ら手の甲側へ回転させる「外回旋」とがある．
「内回旋」は，前方順とびの場合，縄が体の背面
から頭上を通り正面へ降りてくる回し方になり，
「外回旋」は，後方順とびの場合，縄が体の正面
から頭上を通り背面へ降りていく回し方になる．
しかし「内回旋」「外回旋」は縄を回旋させる手
首の動きなので，交差とびにおいては，前方交差
とびでは「外回旋」，後方交差とびでは「内回旋」
となる．
また跳躍時の運動の先取り技術には，前方順と
びのように体の背面から頭上を通り正面へ降りて
くる縄を「視覚」で捉える場合と，後方順とびの
ように体の正面から頭上を通り背面へ降りていく
縄を視覚によらずに「予測」で捉える場合があ
る．
表１は，北川らがまとめた運動ファミリーの一
覧である．なお，表１の独立系は１回の跳躍中に
縄の回旋技術に変化が見られないが，融合系は１
回の跳躍中に縄の回旋技術が「内回旋」から「外
回旋」（またはその逆）へと切り替わる．
表１ではファミリーが並列で示されているた
め，ファミリー間の関係がわかりにくくなってい
る．そこで，縦軸を跳躍時の運動の先取り，横軸
を縄の回旋技術としてファミリーの関係を四象限
表１　短縄跳びのファミリー（北川ら，1991）
独立系 融合系
前方順とびファミリー
後方順とびファミリー
前方交差とびファミリー
後方交差とびファミリー
前方背面交差とびファミリー
後方背面交差とびファミリー
前方あやとびファミリー
後方あやとびファミリー
前方側回旋とびファミリー
後方側回旋とびファミリー
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図で表したもの（私案）が図１である．図１で
は，独立系のみ示した．
図１を見ると，回旋する縄を視覚で捉えて跳躍
する点で，前方順とびファミリーと前方交差とび
ファミリーには共通性が見られるが，順とびが縄
を回すのに手首を内回旋させるのに対して交差と
びは外回旋させるため，回旋技術は共通していな
い．したがって前方順とびにいくら習熟しても前
方交差とびの習得につながらないことが推察され
る．
また，前方交差とびファミリーと前方背面交差
とびファミリーは外形的には違うが，同じ象限に
位置付けられている．それは，手首を外回旋させ
て回す縄を視覚で捉えて跳躍する点が共通してい
るからである．したがって前方交差とびに習熟す
ることは，背面交差とびの習得に良い影響をもた
らすことが推察される．
３． 背面交差とびファミリーにおける類縁性と体
系
前方背面交差とびファミリーは，外回旋の技術
で縄を回し，視覚による運動の先取りで跳躍する
技のまとまりである．しかし背面で腕を交差する
故に，もう一つの技術が必要となる．
背面交差とびは背面で腕を交差させた状態から
跳躍を始めることは難しく，順とびで跳び始め，
背面交差とびへと技を移行させる必要がある．順
とびと背面交差とびを接合する技術が「グリップ
の振り下ろし」である．図２は，順とびから背面
交差とびへ移行する際の腕の動きを表した連続写
真である．背面に腕を回す前に一度グリップを
握った手を下に振り下ろしている．背面交差とび
では肘関節の動きに制限があり，グリップを振り
下ろし，肘を体の外側へ向けることで腕の交差が
可能となる（百瀬，1992）．
図３は返しとびのグリップ操作の様子，図４は
返しとびから混合交差とび（前後交差とび）へ移
行する際のグリップ操作の様子を表した連続写真
である．
返しとびは跳躍をしない運動であるため，背面
から頭上を通過した縄が正面に来たとき，片側の
グリップを振り下ろして，縄の回旋方向を変えず
に再び背面に縄を持ってくる必要がある（図３の
白丸）．また，混合交差とびでも前方順とびや返
しとびなどから混合交差とびへ移行させるには，
図１　短縄跳びのファミリー（独立系）
図２　グリップの振り下ろし
図３　返しとびのグリップ操作
図４　返しとびから混合交差とびへの移行
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縄の回旋方向を変えずに片側のグリップを背面に
移動させる必要がある．このように返しとびを続
けるにしろ，混合交差とびへ移行するにしろ，グ
リップを振り下ろす技術が必要となる．
そこで背面交差とびファミリーに共通する技術
を，「手首の外回旋」「視覚による跳躍の先取り」
「グリップの振り下ろし」とし，この点からファ
ミリーに属する技の指導系統を立ててみた．
図５は，背面交差とびファミリーの体系を仮説
として示したものである．返しとびに取り組む前
段階の基礎技能として，二つに折りたたんだ跳び
縄を片手で持ち，体側で回したり，頭上で回した
りする動きを示した．また，その縄を背面で持ち
手と反対の体側で前方に回す動きも位置付けてあ
る．その後，返しとび，混合交差とびを経て，背
面交差とびにつなげていく．
なお，前方交差とびファミリーとの関係である
が，「手首の外回旋」「視覚による跳躍の先取り」
の技術は共通するが，前方交差とびでは「グリッ
プの振り下ろし」の技術を必要としないことか
ら，別ファミリーとなる．しかし，両ファミリー
には共通する技術がある他に，混合交差とびが前
方交差とびファミリーの中の変形技としても位置
付けられることから両ファミリーは関係が深いと
言える．
Ⅲ．指導実践
１．実践計画
ａ．対象者
９歳から12歳は運動の最適学習期であり，特
別な指導がなくてもすぐに新しい動きを身に付け
てしまう（マイネル，1981）．そこで対象者はS
市立M小学校第４学年児童25名（男子：13人，
女子：12人）とした．
ｂ．指導者
指導は小学校で長年体育の指導経験のある筆者
が行った．
ｃ．期間
平成30年11月15日から31年１月24日までの
期間で，一単位時間を45分間として週１回指導
した．途中，冬季休業期間等を挟み，およそ３週
間中断した．
ｄ．場所
S市立M小学校体育館を使用した．
ｅ．指導計画（５時間扱い，表２）
当初５時間の計画であったが，背面交差とびに
取り組んだ２時間目（指導計画の４時間目）は
「連続で背面交差とびができる」ことを指導目標
として設定していたが，児童の挑戦意欲が飽和状
態に達していると判断し，単元を打ち切ることと
した．
２．実際の指導
ａ．第１時
準備運動では，二つ折りにした跳び縄のグリッ
プを片手で持ち，体側で回したり，頭上で回した
りした．その後，グリップを持った手を背面へま図５　背面交差とびファミリーの体系（私案）
表２　指導計画
１時間目 ２時間目 ３・４・５時間目
１　めあての確認
２　準備運動
３　縄跳びリレー
４　返しとびに挑戦
　・返しとびの動きを知り，練習
する．
　・返しとびのコツは何か．
５　学習の振り返り
１　めあての確認
２　準備運動
３　縄跳びリレー
４　混合交差とびに挑戦
　・混合交差とびの動きを知り，
練習する．
　・混合交差とびのコツは何か．
５　学習の振り返り
１　めあての確認
２　準備運動
３　縄跳びリレー
４　背面交差とびに挑戦（１回，
連続）
　・背面交差とびの動きを知り，
練習する．
　・背面交差とびのコツは何か．
５　学習の振り返り
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わし，持ち手と反対の体側で前方に回旋させた．
このような回し方は児童全員が初めてであり，縄
が回らず苦労していた．
準備運動後には跳び縄を使ったリレーを行っ
た．リレーは駆足とびで指定の場所まで移動し，
そこで指示された技を行い，また元の場所に戻る
もので，その速さを競った．指示した技は後方順
とびや前方交差とびとし，リレーを楽しみながら
外回旋で縄を回す技術の向上をねらった．
リレー後は筆者が児童の前で実演しながら返し
とびを紹介した．児童はどのように縄が回ってい
るのか，どのように腕を動かしているのか，分か
らない様子で，戸惑っていたようだ．腕の動かし
たかを動きのまとまりごとに解説した後，練習さ
せた．
本時では返しとびが１回以上できるようになっ
た児童は10名であった．
ｂ．第２時
準備運動と縄跳びリレーの後，混合交差とびを
筆者が実演しながら紹介した．混合交差とびは，
体の前に出した腕（手）で縄の回旋を主導できる
ので，見た目の印象より簡単に跳ぶことができ
る．返しとびをするように片方のグリップを背面
に回し，もう片方を正面で交差するようにして縄
を回すことを伝える．ただ，体の前に出した腕と
後ろに回した腕の位置により縄が体の側面から
回ってくる場合があったので，そうした児童には
前後する腕をより深く反対側の体側へ差し込むよ
うに声を掛けた．
本時で混合交差とびが１回以上跳べるように
なった児童は８名であった．
ｃ．第３時
背面交差とびの第１時で，１回跳べることを目
標とした．授業の最初に教室で背面交差とびの映
像を見せ，運動のイメージを持たせた．その後，
体育館に移動した．
本時のめあてを確認後，指導者が実演しながら
動きの解説を行う．解説した点は，
・数回順とびを行った後，グリップの振り下ろし
を行い，背面で腕を交差すること．
・グリップの振り下ろしは，これまで学習した返
しとびや，順とびから混合交差とびに移る時の
動きと似ていること．
の２点である．
既習の返しとび，混合交差とびの動きを思い出
させながら，試行錯誤させることにした．指導者
は児童の間を回り，跳ぶ様子を観察しながら声を
掛けていった．大半の児童は，背面に回した縄が
頭上を超えずにいたため，勢いを付けてグリップ
を振り下ろすことや背面で深く腕を交差させるよ
う助言した．また縄が頭上を通過しても跳ぶまで
に至らない様子が見られたため，順とびから背面
交差とびに移る際，ジャンプのタイミングを少し
遅らせることや，目の前を通過する縄を見てジャ
ンプすることを助言した．
その後，背面交差とびが１回跳べるようになっ
た児童を選び，他の児童の前で実演させ，動きの
イメージを再確認するようにした．実演した児童
には児童の方を向いて跳ばせたり，児童に背を向
けて跳ばせたりし，グリップの振り下ろしのタイ
ミングや背面での腕の交差の様子を見せた．
本時では４名の児童が背面交差とびを１回跳ぶ
ことに成功した．
ｄ．第４時
本時は，背面交差とびが１回，または連続でで
きることを目標とした．準備運動，リレーの後，
前時で児童が記述した背面交差とびの「コツ」を
取り上げ紹介した．それは，
「前回しをしてからすばやく背中に手を置く．」
「なわを大きく広げると跳べるかもしれない．」
「変わるときのタイミング．うでを長くする．」
「手じゃなくて，手首をつかって回した．」
「高くとんで手首よく回すことに気をつけてと
びました．」（下線は筆者）
で，グリップの振り下ろし，腕の交差，縄の回
し方，跳躍に関することである．これらは筆者が
個別に児童に指導した内容であり，こうした「コ
ツ」を児童全員で共有するために取り上げた．児
童には，それらを意識しながら練習しようと改め
て全員に呼びかけた．
冬季休業期間を挟み久しぶりの背面交差とびへ
の挑戦であったが，意欲的に技に挑戦する児童が
多く見られた．しかし１回とはいえ，成功する児
童は少なく，本時の挑戦意欲を次時へ持続するこ
とは難しいと感じ，本時で単元を終了することに
した．
３．結果
実践後，児童がノートに記述した内容から，実
践の結果を整理した．
表３は，単元前と単元後の背面交差とびが１回
以上跳べた人数を表したものである．
表４は背面交差とびのできばえ（第４時の時
髙橋　正行，長見　真
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点）と，単元終了後にスキルテストを行った結果
である．スキルテストの内容は，本単元で学習し
た技と，前方二回旋とびで実施した．背面交差と
びが１回以上できた児童の結果は塗りつぶしてあ
る．事後のスキルテストは平成31年２月下旬か
ら３月上旬の間に，休み時間を使って実施した．
単元後，背面交差とびが１回以上できた児童
は，25名中12名で，そのうち６名が２回以上連
続で跳べるようになった．
Ⅳ．考察
１．背面交差とびと他の技の関係
図６は，背面交差とびのできばえと，事後のス
キルテストの結果をグラフに表したものである．
グラフでは背面交差とびが１回以上跳べた（でき
た）群と１回も跳べなかった（できなかった）群
とに分けて，それぞれ前方交差とび，返しとび，
混合交差とびの跳躍回数の平均を示した．
背面交差とびと前方交差とびの関係を見てみる
と，背面交差とびが１回以上跳べた児童の前方交
差とびの平均回数が16.2回に対して，背面交差と
びができなかった児童の平均回数は8.5回であっ
た．前述したように，前方交差とびと背面交差と
びは，外回旋の技術で縄を回し，視覚による運動
の先取りで跳躍する点で類縁性があり，前方交差
とびに習熟することが背面交差とびのできばえに
良い影響をもたらすと推察されるが，この仮説を
裏付ける結果となった．
返しとびとの関係では，背面交差とびができた
児童の平均回数が7.7回であったのに対して，で
きなかった児童の回数は５回であった．返しとび
の習熟の程度が背面交差とびのできばえを左右す
るとは言えないが，背面交差とびができた児童
12名のうち11名が返しとびを１回から25回行う
ことができた．背面交差とびができなかった13
名のうち，６名は返しとびができなかった（未受
検者１名を除く）．
混合交差とびとの関係については，背面交差と
びができた児童の平均は3.1回，できなかった児
童は1.3回であった．返しとび同様，混合交差と
表４　背面交差とびと事後スキルテストの結果（回）
番号
前方交差とび返しとび 混合（前後）交差とび 背面交差とび前方二回旋とび
 1  0  0  0 0  0
 2  5  3  1 0  0
 3  2  4  0 0  0
 4 39  4 11 3  9
 5  4  8  3 1  0
 6 20  3  0 2  0
 7  2  1  0 1  6
 8  3  0  0 0  0
 9  8  3  1 0 19
10 17 13  6 4 23
11 23  6  1 1  6
12  8 25  1 1 25
13  0  0  0 0  1
14  2  0  0 0  4
15  7  0  0 3 32
16 28 16 11 4 16
17 29 20  5 0  8
18  3  6  1 1  1
19 27 25  4 0  1
20 22  8  7 2 11
21  6  0  0 0  0
22 12 欠 欠 0  0
23 21  2  1 1  0
24  4  0  3 0  1
25 13  5  4 0  4
表３　背面交差とびの単元前後のできばえ（人）
単元前 単元後
できた 0 12
できない 25 13
図６　背面交差とびと，交差とびなどのできばえ
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びの習熟の程度が背面交差とびのできばえを左右
するとは言えないが，背面交差とびができた児童
12名のうち９名が混合交差とびを１回から11回
行うことができた．背面交差とびができなかった
13名のうち，６名は混合交差とびができなかっ
た（未受検者１名を除く）．
また実践後，児童に「返しとび，混合交差と
び，背面交差とびの勉強をしてきましたが，３つ
の技で似ている動きはありましたか」と尋ねたと
ころ，回答した23名中11名が「（似ている動き
が）ある」と答えた．「ある」と答えた児童で背
面交差とびができたのは６名であった．その理由
として，
「手を後ろに回すからです．」
「素早く手を後ろにする動きがあった．」
「後ろにうでをのばしたりしています．」
ということを挙げていた．
背面交差とびができない児童も，
「グリップを背中や下にもっていく動きがにて
いる．」
という理由を挙げ，できばえはともかく体で感
じた動きの共通点を捉えていた．（下線は筆者）
こうしたことから背面交差とびが跳べるように
なるためには，前方交差とびや返しとび，混合交
差とびの習熟を通して外回旋で縄を回したり，視
覚による跳躍の先取りができたりすることが大切
であることがうかがえる．とりわけ，交差する腕
の場所が違うだけで，「手首の外回旋」「視覚によ
る跳躍の先取り」が技術として共通する前方交差
とびの習熟は背面交差とびに挑戦する前提になる
と推測される．
２．背面交差とびと前方二回旋とびの関係
ところで，表５は３人の児童の背面交差とびと
前方二回旋とびのできばえを表したものである．
前方二回旋とびは前方順とびファミリーに属し，
視覚によって跳躍を先取る点で背面交差とびと共
通しているが，回旋技術は共通していない．
C児のように，前方二回旋とびを始め，いろい
ろな難しい技ができる児童は背面交差とびも容易
にできてしまうが，他方で，B児のように前方二
回旋とびができる児童でも背面交差とびが跳べな
かったり，A児のように前方二回旋とびが跳べな
くても背面交差とびが連続でできたりしている．
表４の23番の児童は，単元の第４時で背面交
差とびを１回成功させた．前方二回旋とびのスキ
ルテストを行った後の感想で「背面交差とびはで
きたけど，二重とびはできなかった．」と述べて
おり，前方順とびファミリーの前方二回旋とびが
できなくても，ファミリーが違う技を習得する可
能性があることを示唆している．
背面交差とびは，前項で見たとおり前方交差と
びとは関係が深いといえるが，前方二回旋とびと
はそれほど関係が深くないと推測される．
３．背面交差とびの指導系統
Ⅱ章で「手首の外回旋」「視覚による跳躍の先
取り」「グリップの振り下ろし」を前方背面交差
とびファミリーに共通する技術として指導系統を
仮説として示したが，本節で改めて背面交差とび
の指導系統を示す（図７）．図の右側には予備的
な技や発展技を示した．
また先述のように前方交差とびのできばえが前
方背面交差とびのできばえを左右することから基
図７　前方背面交差とびファミリーの指導系統
表５　背面交差とびと前方二回旋とびのできばえ
児童 背面交差とび 前方二回旋とび
A 2  0
B 0 19
C 4 23
髙橋　正行，長見　真
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礎技能の中に前方交差とびを含めてある．
Ⅴ．まとめ
１．研究の成果
本研究は，前方背面交差とびの技術を「手首の
外回旋」「視覚による跳躍の先取り」「グリップの
振り下ろし」とし，これらの技術を基に前方背面
交差とびファミリーを編成し，「基礎技能」→「予
備技」→「目標技」と段階的に指導することが前方
背面交差とびを習得させるのに有効ではないかと
仮説を立てて指導実践に取り組んだものであっ
た．実践の結果，25名中12名が背面交差とびを
成功させ，そのうち６名が２回以上連続で跳べる
ようになった．
このことから「手首の外回旋」「視覚による跳
躍の先取り」「グリップの振り下ろし」は前方背
面交差とびファミリーにおける共通の技術であ
り，これらを基にファミリーを編成し，「プロペ
ラ回し」などの基礎技能の学習→「返しとび」「混
合交差とび」の予備技の学習→目標技「背面交差
とび」の学習へと段階的に指導していくことが背
面交差とびの習得に有効であることが示唆され
た．
背面交差とびは，学習指導要領解説体育編に例
示されていないことや，一般に難易度が高いと考
えられていることから小学校体育で扱われること
は少ない．しかし，背面交差とびは独立したファ
ミリーの中に位置付けられ，他のファミリーの技
ができなくても達成することは可能である．さら
に本実践のように，系統的に学習することによっ
て小学生でも挑戦可能になると考えられる．
本実践後，ある女児は「私はなんのとびかたを
やってもできなくて背面交差とびはできてうれし
かった．」と４時間の授業を振り返ってこのよう
に記述した．運動類縁性に基づいて指導すること
は，小学校の縄跳び学習において挑戦する技の拡
がりをもたらすことにつながり，縄跳びが持つ特
性，すなわち「スポーツとしての楽しさ」に触れ
ることになると思われる．
２．今後の課題
本研究では，前方背面交差とびファミリーに焦
点を当てて「基礎技能」→「予備技」→「目標技」と
“縦方向” の指導系統を明らかにしてきた．短期
間での実践研究ということで，目標技習得に至る
までの変形技，発展技といった “横方向” の指導
系統は吟味することができなかった．
また，図１で示した各ファミリー（独立系）の
うち，前方背面交差とびファミリーと同じ象限に
位置付く前方交差とびファミリーの指導系統につ
いてはまだ明らかになっていない．前方交差とび
は子供たちが必ず取り組む技であるが，容易な技
と考えられており，その習得は児童任せになって
いる．その指導系統を明らかにすることも今後の
課題である．
さらに，小学校で活用されている「縄跳びカー
ド」には多彩な技が掲載されているものの，技同
士の関連があまり意識されていないように思われ
る．運動類縁性を手がかりに縄跳びカードの見直
しを図り，子供たちが短縄跳びの技を効果的に習
得できるようにしていきたい．
付記
本論文は，日本体育学会第69回大会（2018）
で発表した研究を発展させて，その成果をまとめ
たものである．
注
１）短縄跳びの技の表記は，必ずしも統一されて
いるわけではない．本論では，JNF日本なわ
とび競技連盟で使用されている技の表記を用
いた．なお，括弧内には，日本ロープスキッ
ピング連盟（藤沢，2015）や小学校体育の指
導書（平川，2008）の技の表記を示し，技の
イメージがしやすいようにした．
２）「運動方向，運動範囲，力積の時間的な変化，
運動局面に関して，運動構造（とくに主要機
能とアクセント）にほとんど大きな違いがな
い場合には，それらの運動形態は類縁性をも
つ」（エリッヒ・バイヤー，1993）とされ，
運動類縁性に基づいて運動指導を行う際に
は，運動構造に対する理解が欠かせない．金
子（1974）は，運動構造を理解する視点とし
て運動形態的構成要素と運動技術的構成要素
の二つを挙げている．運動形態的構成要素は
運動面，運動方向など，「どのような運動形
態を形づくるべきかという技の課題性を見る
拠点」であり，運動技術的構成要素は「技の
運動技術を解明していく拠点」である．
　　　運動類縁性を考える際，運動技術的構成要
素がどのように共通性を持っているかが問題
となる．運動形態的構成要素に共通性が見ら
れ（動きの外形が似ている）ても，運動技術
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的構成要素が異なれば類縁性があるとは言え
ない．金子（1967）は「単に絶縁的な部分の
類似ではなく，運動全体（Totalbewegung）
として本質的考察視点をもつことは，極めて
重要なこと」として運動技術的構成要素の共
通性，すなわち技術の共通性を運動類縁性の
根拠とした．
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